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１ 本書は四半期報告書を金融商品取引法第27条の30の２に規定する開示用

電子情報処理組織(EDINET)を使用し提出したデータに目次及び頁を付して

出力・印刷したものであります。 

２ 本書には、上記の方法により提出した四半期報告書に添付された中間監

査報告書及び上記の四半期報告書と同時に提出した確認書を末尾に綴じ込

んでおります。 
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３【中間財務諸表】 
(1)【中間貸借対照表】 

（単位：百万円）

前中間会計期間末 
（平成20年９月30日） 

当中間会計期間末 
（平成21年９月30日） 

前事業年度の 
要約貸借対照表 

（平成21年３月31日） 

資産の部    

現金及び預貯金 ※2  111,310 ※2  108,664 ※2  95,589

コールローン 75,700 57,100 73,600

買現先勘定 90,379 150,957 81,978

買入金銭債権 49,028 36,575 40,160

金銭の信託 32,976 11,019 9,684

有価証券 ※2, ※6  3,692,356 ※2, ※6  3,443,717 ※2, ※6  3,225,496

貸付金 ※3, ※7  510,683 ※3, ※7  482,305 ※3, ※7  502,025

有形固定資産 ※1  215,801 ※1  213,996 ※1  216,864

無形固定資産 758 758 758

その他資産 368,736 370,327 396,647

繰延税金資産 89,278 157,157 237,293

貸倒引当金 △16,163 △16,364 △16,374

投資損失引当金 △6,734 △7,564 △7,287

資産の部合計 5,214,112 5,008,651 4,856,435

負債の部    

保険契約準備金 3,953,691 3,858,333 3,941,412

支払備金 ※4  676,248 ※4  686,240 ※4  758,538

責任準備金 ※5  3,277,443 ※5  3,172,093 ※5  3,182,874

社債 － 128,000 －

その他負債 185,962 173,724 181,214

未払法人税等 27,305 3,213 4,320

リース債務 325 2,263 1,937

その他の負債 ※2  158,331 ※2  168,247 ※2  174,956

退職給付引当金 97,790 76,210 98,711

役員退職慰労引当金 2,433 － －

賞与引当金 15,873 15,702 13,595

特別法上の準備金 39,206 8,648 5,779

価格変動準備金 39,206 8,648 5,779

負債の部合計 4,294,956 4,260,618 4,240,713

純資産の部    

株主資本    

資本金 70,000 70,000 70,000

資本剰余金    

資本準備金 24,229 24,229 24,229

その他資本剰余金 15 2 －

資本剰余金合計 24,244 24,232 24,229

利益剰余金    

利益準備金 36,088 40,026 36,088

その他利益剰余金 373,402 289,328 282,242

圧縮記帳積立金 869 1,100 1,123

固定資産圧縮特別勘定積立金 276 － －

別途積立金 331,300 233,300 331,300

繰越利益剰余金 40,957 54,928 △50,181

利益剰余金合計 409,491 329,355 318,330

自己株式 △2,890 △2,743 △2,839

株主資本合計 500,845 420,844 409,720

評価・換算差額等    

その他有価証券評価差額金 417,309 325,885 205,017

評価・換算差額等合計 417,309 325,885 205,017

新株予約権 1,001 1,302 984

純資産の部合計 919,156 748,032 615,721

負債及び純資産の部合計 5,214,112 5,008,651 4,856,435
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平成20年11月28日

株式会社損害保険ジャパン 

取締役会 御中 
 

  
 

  
 

   

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づく監査証明を行うため、「経理の状況」

に掲げられている株式会社損害保険ジャパンの平成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度

の中間連結会計期間(平成20年４月１日から平成20年９月30日まで)に係る中間連結財務諸表、すなわち、中

間連結貸借対照表、中間連結損益計算書、中間連結株主資本等変動計算書及び中間連結キャッシュ・フロー

計算書について中間監査を行った。この中間連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は

独立の立場から中間連結財務諸表に対する意見を表明することにある。 

当監査法人は、我が国における中間監査の基準に準拠して中間監査を行った。中間監査の基準は、当監査

法人に中間連結財務諸表には全体として中間連結財務諸表の有用な情報の表示に関して投資者の判断を損な

うような重要な虚偽の表示がないかどうかの合理的な保証を得ることを求めている。中間監査は分析的手続

等を中心とした監査手続に必要に応じて追加の監査手続を適用して行われている。当監査法人は、中間監査

の結果として中間連結財務諸表に対する意見表明のための合理的な基礎を得たと判断している。 

当監査法人は、上記の中間連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる中間連結財務諸

表の作成基準に準拠して、株式会社損害保険ジャパン及び連結子会社の平成20年９月30日現在の財政状態並

びに同日をもって終了する中間連結会計期間(平成20年４月１日から平成20年９月30日まで)の経営成績及び

キャッシュ・フローの状況に関する有用な情報を表示しているものと認める。 

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以 上 
  

独立監査人の中間監査報告書

新日本有限責任監査法人 

指定有限責任社員
業務執行社員 

公認会計士  内  田  満  雄  ㊞ 

指定有限責任社員
業務執行社員 

公認会計士  臼  倉  健  司  ㊞ 

 

※１ 上記は、中間監査報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社が別途保管してお

ります。 

２ 中間連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。 
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平成21年11月27日

株式会社損害保険ジャパン 

取締役会 御中 
 

  
 

  
 

  
 

   

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づく監査証明を行うため、「経理の状況」

に掲げられている株式会社損害保険ジャパンの平成21年４月１日から平成22年３月31日までの連結会計年度

の中間連結会計期間(平成21年４月１日から平成21年９月30日まで)に係る中間連結財務諸表、すなわち、中

間連結貸借対照表、中間連結損益計算書、中間連結株主資本等変動計算書及び中間連結キャッシュ・フロー

計算書について中間監査を行った。この中間連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は

独立の立場から中間連結財務諸表に対する意見を表明することにある。 

当監査法人は、我が国における中間監査の基準に準拠して中間監査を行った。中間監査の基準は、当監査

法人に中間連結財務諸表には全体として中間連結財務諸表の有用な情報の表示に関して投資者の判断を損な

うような重要な虚偽の表示がないかどうかの合理的な保証を得ることを求めている。中間監査は分析的手続

等を中心とした監査手続に必要に応じて追加の監査手続を適用して行われている。当監査法人は、中間監査

の結果として中間連結財務諸表に対する意見表明のための合理的な基礎を得たと判断している。 

当監査法人は、上記の中間連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる中間連結財務諸

表の作成基準に準拠して、株式会社損害保険ジャパン及び連結子会社の平成21年９月30日現在の財政状態並

びに同日をもって終了する中間連結会計期間(平成21年４月１日から平成21年９月30日まで)の経営成績及び

キャッシュ・フローの状況に関する有用な情報を表示しているものと認める。 

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以 上 
  

独立監査人の中間監査報告書

新日本有限責任監査法人 

指定有限責任社員
業務執行社員 

公認会計士  英     公  一  ㊞ 

指定有限責任社員
業務執行社員 

公認会計士  臼  倉  健  司  ㊞ 

指定有限責任社員
業務執行社員 

公認会計士  羽  柴  則  央  ㊞ 

 

※１ 上記は、中間監査報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社が別途保管してお

ります。 

２ 中間連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。 
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平成20年11月28日

株式会社損害保険ジャパン 

取締役会 御中 
 

  
 

  
 

   

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づく監査証明を行うため、「経理の状況」

に掲げられている株式会社損害保険ジャパンの平成20年４月１日から平成21年３月31日までの第66期事業年

度の中間会計期間(平成20年４月１日から平成20年９月30日まで)に係る中間財務諸表、すなわち、中間貸借

対照表、中間損益計算書及び中間株主資本等変動計算書について中間監査を行った。この中間財務諸表の作

成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から中間財務諸表に対する意見を表明することにあ

る。 

当監査法人は、我が国における中間監査の基準に準拠して中間監査を行った。中間監査の基準は、当監査

法人に中間財務諸表には全体として中間財務諸表の有用な情報の表示に関して投資者の判断を損なうような

重要な虚偽の表示がないかどうかの合理的な保証を得ることを求めている。中間監査は分析的手続等を中心

とした監査手続に必要に応じて追加の監査手続を適用して行われている。当監査法人は、中間監査の結果と

して中間財務諸表に対する意見表明のための合理的な基礎を得たと判断している。 

当監査法人は、上記の中間財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる中間財務諸表の作成

基準に準拠して、株式会社損害保険ジャパンの平成20年９月30日現在の財政状態及び同日をもって終了する

中間会計期間(平成20年４月１日から平成20年９月30日まで)の経営成績に関する有用な情報を表示している

ものと認める。 

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以 上 
  

独立監査人の中間監査報告書

新日本有限責任監査法人 

指定有限責任社員
業務執行社員 

公認会計士  内  田  満  雄  ㊞ 

指定有限責任社員
業務執行社員 

公認会計士  臼  倉  健  司  ㊞ 

 

※１ 上記は、中間監査報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社が別途保管してお

ります。 

２ 中間財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。 
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平成21年11月27日

株式会社損害保険ジャパン 

取締役会 御中 
 

  
 

  
 

  
 

   

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づく監査証明を行うため、「経理の状況」

に掲げられている株式会社損害保険ジャパンの平成21年４月１日から平成22年３月31日までの第67期事業年

度の中間会計期間(平成21年４月１日から平成21年９月30日まで)に係る中間財務諸表、すなわち、中間貸借

対照表、中間損益計算書及び中間株主資本等変動計算書について中間監査を行った。この中間財務諸表の作

成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から中間財務諸表に対する意見を表明することにあ

る。 

当監査法人は、我が国における中間監査の基準に準拠して中間監査を行った。中間監査の基準は、当監査

法人に中間財務諸表には全体として中間財務諸表の有用な情報の表示に関して投資者の判断を損なうような

重要な虚偽の表示がないかどうかの合理的な保証を得ることを求めている。中間監査は分析的手続等を中心

とした監査手続に必要に応じて追加の監査手続を適用して行われている。当監査法人は、中間監査の結果と

して中間財務諸表に対する意見表明のための合理的な基礎を得たと判断している。 

当監査法人は、上記の中間財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる中間財務諸表の作成

基準に準拠して、株式会社損害保険ジャパンの平成21年９月30日現在の財政状態及び同日をもって終了する

中間会計期間(平成21年４月１日から平成21年９月30日まで)の経営成績に関する有用な情報を表示している

ものと認める。 

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以 上 
  

独立監査人の中間監査報告書

新日本有限責任監査法人 

指定有限責任社員
業務執行社員 

公認会計士  英     公  一  ㊞ 

指定有限責任社員
業務執行社員 

公認会計士  臼  倉  健  司  ㊞ 

指定有限責任社員
業務執行社員 

公認会計士  羽  柴  則  央  ㊞ 

 

※１ 上記は、中間監査報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社が別途保管してお

ります。 

２ 中間財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。 
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【表紙】  

【提出書類】 確認書 
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【提出先】 関東財務局長 

【提出日】 平成21年11月27日 

【会社名】 株式会社損害保険ジャパン 

【英訳名】 Sompo Japan Insurance Inc. 

【代表者の役職氏名】 取締役社長  佐 藤 正 敏 

【最高財務責任者の役職氏名】 該当なし 

【本店の所在の場所】 東京都新宿区西新宿一丁目26番１号 

【縦覧に供する場所】 当社 横浜支店(横浜市中区本町２丁目12番地) 

 当社 千葉支店(千葉市中央区鶴沢町20番16号) 

 当社 埼玉支店(さいたま市大宮区桜木町４丁目82番地１) 

 当社 名古屋支店(名古屋市中区丸の内３丁目22番21号) 

 当社 北大阪支店(大阪市中央区瓦町４丁目１番２号) 

 当社 神戸支店(神戸市中央区栄町通３丁目３番17号) 

 株式会社東京証券取引所 

  (東京都中央区日本橋兜町２番１号) 

 株式会社大阪証券取引所 

  (大阪市中央区北浜１丁目８番16号) 

 株式会社名古屋証券取引所 

  (名古屋市中区栄３丁目８番20号) 

 証券会員制法人福岡証券取引所 

  (福岡市中央区天神２丁目14番２号) 

 証券会員制法人札幌証券取引所 

  (札幌市中央区南一条西５丁目14番地の１) 
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当社代表取締役社長 佐藤正敏 は、当社の第67期第２四半期(自 平成21年７月１日 至 平成21年

９月30日)の四半期報告書の記載内容が金融商品取引法令に基づき適正に記載されていることを確認いた

しました。 

  

確認に当たり、特記すべき事項はありません。 

  

１ 【四半期報告書の記載内容の適正性に関する事項】

２ 【特記事項】

─ 130 ─
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